
第６回 国際・観光政策検討会議を開催 

 
 三重県商工会議所連合会（会長：竹林 武一）は、4月 25日（水）津都ホテ

ル（津市）にて、第６回国際・観光政策検討会議（座長：上田 豪〔津商工会

議所副会頭〕）を開催しました。 

当日は、三重県観光・国際局 加藤敦央局長にお越しをいただき、「三重県の

観光戦略」についてお話を頂戴いたし、県内の観光振興や産業観光などについ

て意見交換いたしました。 

会議では、昨年10月実施のインドネシアへのミッション派遣の事後の取引状

況や本年4月20日開催のベトナム投資。販路開拓セミナー等について報告を行

いました。その後、同セミナーのアンケート調査結果を検討しながら本年度ミ

ッション派遣先について議論を行い、本年11月頃にジェトロ三重と連携し、ベ

トナムへ投資・販路拡大のためのミッションを派遣すること決めました。 

今後は、ミッションの概要や日程を取りまとめ機関決定を行い、進めていく

こととなりました。 

 

 

 

 

 ▲国際・観光政策検討会議の様子 ▲加藤三重県観光・国際局長（左側）と上田座長（右側） 

 

 

 

 

 

 



第６回 産業政策検討会議を開催 

 
三重県商工会議所連合会（会長：竹林 武一）は、4月 27日（金）当連合会

会議室にて、第 6回産業政策検討会議（座長：廣田 武〔四日市商工会議所副

会頭〕）を開催しました。 

会議では、今後新たなビジネスとして医療、福祉機器関連の製品化が期待さ

れていることから㈱プリンシプル代表取締役の中西高義氏より医療機器製品の

開発や商品販売、今後の医療ビジネスの展開などについてお話いただきました。 

また、三重県健康福祉部薬務感染症対策課より増田直樹課長、高村 康副課

長、川合秀弘主査、三重大学地域戦略センター勅使河原香世子研究員より、医

療、福祉機器産業の現状や課題、製品化への取組み、制度などについてご説明

いただき、医療・福祉機器等の製品化促進事業について理解を深めました。 

今後は、ものづくり企業の医療・福祉介護機器の製品化など新分野参入を推

進するため、7月中下旬頃、医療・福祉介護関連の製品化促進に関するセミナー

を三重県等と連携しながら開催していくこととなりました。 

 

 

 

 

 

▲講演する㈱プリンシプル代表取締役の中西

高義氏（中央テーブル向う左側） 

 ▲説明する三重県健康福祉部薬務感染症対策課 

（中央テーブル向う左側より川合主査、高村副課長、

増田課長） 

 

 

 

 



第 6回 人材確保・育成政策検討会議 
 
 三重県商工会議所連合会（会長：竹林 武一）は、4月 18日（水）津都ホテ

ル（津市）にて、第 6回人材確保・育成政策検討会議（座長：谷川 憲三〔松

阪商工会議所副会頭〕）を開催しました。 

当日は、大阪大学教授・教育学博士 志水宏吉様より「学力を育てる－秋田の

学力はなぜ高いのか」をテーマに東北地方をはじめ富山県、福井県など小・中

学校等の学力の高い理由などについてお話を頂戴いたしました。 

会議では、三重県労働局や三重県教育委員会事務局等にもご出席をいただき、

志水教授のお話を聞きながら教育についての議論を行いました。 

 当政策検討会議では、昨年から三重県における教育のあり方について検討を

重ね、鈴木三重県知事と真伏三重県教育委員会教育長へ提言を行いましたが、

小・中学校の学力向上は、市や市教育委員会等の理解も必要であることから、

今後、県下各商工会議所から各市、各市教育委員会等へ要請を行っていくよう

提案していくことになりました。また、今後、さらに教育のあり方について議

論を重ねていくため、秋田など東北地方の先進地見学を検討していくことにな

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲志水教授（正面左側）と谷川座長（正面右側）   ▲県教育委員会等からも出席をいただき、

議論を行いました。 



第 6回 環境政策検討会議を開催 

 
 三重県商工会議所連合会（会長：竹林 武一）では、4月 17日（火）津都ホ

テル（津市）にて、第 6回環境政策検討会議（座長：閑納 眞一〔名張商工会

議所常議員〕）を開催しました。 

 会議では、石油天然ガス・金属鉱物資源機構メタンハイドレート資源開発研

究コンソーシアム推進グループ環境チームリーダー中塚善博氏より「メタンハ

イドレートの資源開発をめざして」をテーマにメタンハイドレートの概要や日

本におけるメタンハイドレート開発計画や目標などについてお話をいただきま

した。また、ウッドピア木質バイオマス利用協同組合理事 西川幸成氏より「循

環可能な地域資源の活用についてお話をいただき、木質バイオマスについての

理解を深めました。 

その後、今後のテーマや進め方について協議を行い、次回は、地熱発電や風

力発電、太陽光発電、燃料電池など新エネルギーの先進地見学先等について議

論を行っていくことになりました。 

 

 

 

 

▲石油天然ガス・金属鉱物資源機構      ▲ウッドピア木質バイオマス利用協同組合理事 

中塚氏（正面左側）と閑納座長（正面右側）   西川氏（正面左側） 

 


